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Word trial event 刺激文 翻訳 正誤
play
G
G1 My bothers play the piano 私の兄弟はピアノを弾く ○
help G2 The boys help old women 男の子は女性に会う ×
plan G3 My parents planned a trip 私の両親は旅行を計画した ○
open G4 The children opened their mouth 子供たちは顔を洗った ×
表2　句レベル課題切り替えコストテスト　トライアルG（ブロック3）
Word trial event 刺激 翻訳 正誤
play
G
G1 play the piano ピアノを弾く ○
help G2 help the man その人を助けた ×
plan G3 planned a trip 旅行を計画した ○






















　刺激1　play the piano    ［現在形 1］
　刺激2　help the man    ［現在形 2］
　刺激3　planned a trip    ［過去形 1］
　刺激4　opened the mouth   ［過去形 2］












現在形 ⇒ 過去形の切り替えコスト（コスト1） 過去形 ⇒ 現在形の切り替えコスト（コスト2）
反応潜時






















現在形 ⇒ 過去形の切り替えコスト（コスト1） 過去形 ⇒ 現在形の切り替えコスト（コスト2）
反応潜時
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